
マニアル最終修正日：２０２４／０５／０６

目次（テルネット画面説明） ※ バージョンアップに伴い配置等が変更になってる場合がありますが、了承願います。

目次
● テルネット画面一覧
● テルネット画面検索ボタン（ＤＸＣＣ）
● テルネットメイン画面
● Ｊ－クラスター検索ボタン（Ｊ-クラスターの仕様変更により廃止）
● Ｊ－クラスターフィルター画面（Ｊ-クラスターの仕様変更により廃止）

● ＤＸＣＣ ⇔ Ｊ－クラスター画面切替
● バンドスコープ等画面、（バンドスコープ、ペディション、ＤＸＣＣ）
● バンドスコープ（スコープ内表示内容の続き）
● バンドスコープ等画面の活用
● 局別星取表管理画面
● ペディション局表示画面
● テルネット画面オプション画面
● 補足説明（テルネット画面の終了・起動方法、テルネット画面の接続について、リフレッシュボタン）
● その他のデータベース（他ＤＢ）
－－－以下質問の多い内容
● リグの周波数から運用局名判別、その局の情報収集
● フイルターから星取表ＱＳＯ済を除く
● 過去に交信済の局を除く
● ＩＯＴＡ局のみを検索
● ＤＸスケープを活用した検索
● テルネットデータ画面の色、その他画面表示
● バンドスコープの年間ニュー表示チェックボタン等
● バンドスコープの「クラブログ、ペディション、ＤＸＣＣ」ＱＳＯ状況確認方法
● バンドスコープ画面オプション

★ ＦＴ８については「 」内に有る「 」を、その他マニアルを一括で確認するには「 」
をご覧になってください。
テルネットオプション

各ツール毎の機能説明
マウスの進むボタンorセンターボタン（ｽｸﾛｰﾙﾎﾞﾀﾝ）押下で
ツール毎の使用説明書が表示されます。
※ ５ボタン以上の機能を持ったマウスが必要です。
右ボタン以外の「進む・戻る」ボタンにも機能を埋め込んでいる場所が在ります。
メイン画面、テルネット画面以外では一部ツールチップヘルプを使用しています。
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テルネット画面一覧

テルネットフィルター画面（３ページ参照）
テルネットデータの検索結果を表示 テルネット ⇔ Ｊクラスター ⇔ ＪＴ６５切替（ラジオボタンで画面を切り替え）

テルネット取込み画面（３ページ参照）
テルネットデータの検索結果を表示 テルネット検索画面（２ページ参照）

テルネットデータを検索する条件を選択
結果はテルネットフィルター画面に表示

バンドスコープ画面（４ページ参照）
最新の内容を周波数別に表示
・ 設定時間経過で非表示
・ 同一内容（周波数・モート゛）は非表示

ペディション局星取表画面（４ページ参照）
テルネットデータの検索結果を表示します。

クラブログ登録局管理画面
（９ページ参照）
管理データは自動的に登録

ペディション局等表示画面
（７ページ参照）
データはプログラム起動時に取得
再取り込み可

テルネット環境設定画面
（９ページ参照）

テルネットの環境でよく利用する物を
選択（その他環境設定でも設定有）

Ｊクラスター画面
（４ページ参照）

補足説明
 （１０ページ参照）

各ツールのヘルプ表示
マウスの「進む」 or
「中央ボタン」でクリック

画像の色

 （１８ページ参照）
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ＦＴ８環境設定画面
「ＦＴ８マニアル」ご覧になってください。

目次へ



テルネット画面検索等ボタン

・ 表示画面（P-19）
・ ﾓｰﾄﾞ別フィルター
・ 絞り込み検索
・ 周波数別フィルター

・ 星取り表ﾆｭｰ再絞込
・ ペディション局で局星取
表がﾆｭｰの局のみ抽出

・ 未ＱＳＯﾃﾞｰﾀを再絞込
※ この赤枠分の（水色ボタン）は再絞込用
・ Ｎｅｗの局の場合のボイス（ＯＮ・ＯＦＦ切替）
・ ペディション画面（ＯＮ・ＯＦＦ切替）

絞込方法例：
（２１ＭのＲＴＴＹ抽出例）
①ＲＴＴＹ
②絞込ボタン
③２１Ｍ
（①③反転可：絞り込みから再絞り込みを
実施）終了後はチェックを外します。

・ ﾜｰｸ欄ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽで検索
・ [/]＝移動部分を除き検索
この場合W1AWで検索

・ 全項目検索
ﾃｷｽﾄﾎﾞｯｸｽへ入力したﾃﾞｰﾀに基づき
全ての項目から一致するﾃﾞｰﾀを抽出
します。 P-4参照

・ ＰＲＥ：同一プリフィックスの局を抽出
・ Ｆｒ±１（5）けリグ（ワーク欄）の周波数
前後１（５）ＫＣの局を抽出

・ Ｃ：ｸﾗﾌﾞﾛｸﾞ登録局を抽出
・ Ｐ：ﾍﾟﾃﾞｨｼｮﾝ登録局を抽出
・ Ｗ：ウォンテット登録局を抽出
・ Ｃ＋Ｗ登録局を抽出
・ Ｃ＋Ｐ＋Ｗ登録局を抽出
・ Ｃ＋Ｐ ａｎｄ ＪＡ等のﾚﾎﾟｰﾄ抽出

・ 自局の各ニューを抽出

・ ↑ and JAﾚﾎﾟｰﾄ等のみ抽出

・ ＩＯＴＡのﾚﾎﾟｰﾄ有のみを抽出
右のｵﾌﾟｼｮﾝとの連携で抽出
（未交信、ＩＯＴＡﾘｽﾄのﾆｭｰを選択）

・ ＤＸｽｹｰﾌﾟより対象局のみを抽出
右のｵﾌﾟｼｮﾝとの連携で抽出（周波数、取込み数、ＪＡ（ＷＷ）を選択）

ﾌｨﾙﾀｰ（検索）画面  C+P 星New での取込画面例  （3ページ参照）

上の各ﾎﾞﾀﾝ結果がここへ絞り込まれます。 ﾃﾙﾈｯﾄ取込画面

（検索等はテルネット等から取り込んだデータを基に実施します。）

ＮＥＴ送信
パケットクラスターレポート送信
下の画面にメッセージを書込み送信

テルネット ⇔ Ｊ－ＣＬＵＳＴＥＲ ⇔ ＪＴ６５(P-21)
フィルター画面切替
Ｔｅｌ：テルネット（通常）、J**：Ｊクラスター（ＨＦ50、６ｍ50、ＡＬＬ100）を切替
ボタンの他、リフレッシュorＥＳＣで通常表示へ切替

ﾌｨﾙﾀｰ（検索）画面
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・ リフレッシュ
フィルター欄をテル
ネットとの同期をとり、

初期化後、テルネッ
トデータをＤＢへ書込
レ＝メイン画面との

自動同期停止

目次へ



テルネットメイン画面

・ 表示位置／現在取込総数 ・ ﾌｨﾙﾀｰ表示数 ・ ＤＸｽｹｰﾌﾟから取込 ・ ﾃﾙﾈｯﾄ接続先表示 ・ ﾒｯｾｰｼﾞ欄
（ﾃﾙﾈｯﾄ取込 現在位置 / 総数 ）        （検索結果数 現在位置 / 総数 ） テルネットでＤＸ情報とし

て取り込まなかった情報、
音に対する説明、

そのた、ＢＧＡＬＯＧから
の処理状況などを表示

枠内クリックで検索実施
（検索結果表示欄、及び、テ
ルネット取り込み欄）
作業実施内容
・ ワーク欄に必要データ取込
・ マネージャリスト検索
・ 過去の交信状況
・ ＮＷから名前等、関連データ取込、
・ リグコントロール

境界変更

境界をクリックし移動
で抽出欄とテルネッ
ト欄の境界を変更で
きます。

※１ 各検索の高速化
各検索ボタンでの検索の高速化を行うにはテルネット取込済件数を極力少なくする

・ 「削除」表示の場合 ： 時間設定を行わない場合は、１０分ごとにチェックし、５千件以上のデー
タがあれば、取り込みから５時間を経過したデータを削除します。

・ 「時間」設定をした場合は、１０分ごとにチェックし、その時間を経過したものを削除します。
平日は５時間、祝日は３時間等入力数が２～３千件ぐらいになるように当方は設定しています。

・ その加減は、日々レポート数が異なります。また、システムにより能力が異なりますので検索の
ベースとなるデータが最適となるように好みに応じて適宜設定して削除してください。

検索結果表示画面
検索結果が表示さ
れます。
一定の時間経過で
リフレッシュされます。

テルネット取り込み画面
テルネットに表示の都度
取り込まれます。

・ ｺﾝﾄﾛｰﾙｷｰ＋ｸﾘｯｸ

クリック欄の項目内のデータを
システムバッファにコピーします。

テルネット取り込み画面への追加項目
・ モード、プリフィックス欄：学習機能、周波数、等により検索

したものが表示されます。
・ 交信状況：過去の更新状況、ＤＸＣＣカントリーリストとの

チェック結果が表示されます。
例 [**m] バンドニュー（チャレンジ対象）

[21RTTY] 星取表の穴埋めニュー
(TRL)  その周波数及びモードでのカード等受領状況
<GRL> 他の周波数でのカード等受領状況

（左から：送付方法、ＱＳＬ受領状況、ＬＯＴＷ受領）
-RTTY- モードニュー

Ｐ欄
Ｐ：ペディション局表示
Ｃ：クラブログ登録局表示
Ｗ：ウォンテット登録局表示
Ｑ：同上ペディション登録局表示

プログラム開始時にチェックされ
たデータにより自動でチェック表
示されます。
再読み込みは P-10 参照

※ 接続先切替 テルネットの「Ｘ」閉じるボタンで終了後、メイン画面のテルネット接続ボタンにて起動
後にテルネット接続先で選択

Ｊ－ＣＬＵＳＴＥＲは
ニューのデータを表示

MIX、MODE、ﾊﾞﾝﾄﾞ、QSO回数

テルネットフィルター画面

WWW取込
取込件数絞込
（処理高速化のため少なめに設定してください）
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テルネットからの取り込み画面



Ｊ-クラスター画面検索等ボタン
薄い文字のボタンは使用がEnabled = False
となり使用不可

リフレッシュ（ Tel Jhf J6m Jallも同じ動作 ）
リフレッシュを実施
Ｊ-クラスターの場合は、再読み込みでなく
バッファからの書き換え
レ＝ メイン画面との自動同期停止
□＝ メイン画面との自動同期実施

Ｊ-クラスター読込
Ｊ-クラスターから新たにＨＴＴＭＬテキストを読み込み最
新の状況に更新表示
自動で２分ごとに再読み込みを実施
（読み込み中の使用は一時動作が緩慢となる場合有）

ＱＳＯ直後に使用すると直前のＱＳＯがＱＳＯ済として表
示

「Tel Jhf J6m Jall」文字のクリック（リフレッシュも同じ動作）
（Ｊ-クラスターの仕様変更により廃止）
直前に既に読み込み済のバッファから取り込み
（ＮＷから取り込まないので高速）
自動取り込み時や「ＪＣ」取り込み時にメモリーも自動交信済
最新のデータは取り込まないが２分以内のデータ

※ 絞込み検索、ＱＳＯ済削除以外の検索ではこの処理を実施
し、リフレッシュ後に各検索を実施

自局ニューデータ（部分、モート゛、バンド）

ＪＣＣリストとチェックを実施してニューとな
るデータのみを抽出

ＨＥＬＰ このマニアルの最新版をＮＷよりとりこみ

バンド別
周波数別フィルター実施

ＱＳＯ済削除
業務日誌とチェックを行い交信済の
データを非表示（周波数とモードが
一致のデータを削除）

モード別
モード別フィルター実施

ワーク欄コールサインで抽出

メイン画面のワーク欄のコールサインによ
り検索実施

全項目検索
全項目から一致する文字列を抽出 全ての「IARU」検索例
（記入後のリターンキーで検索）
日付～ｃａｌ～全ての項目で一致する
データを検索

ＪＣＣ等検索（ワーク欄各数値で検索）
ＪＣＣ＝ＪＣＣコードの一致するもの
Ｆｒ±１ＫＣ、５ＫＣ＝上下の幅で同一のもの

（Ｐ３参照）

ラジオボタン「取込内容」変更
（Ｐ５参照）

ＪＡＲＬ記念局検索
ＪＡＲＬ記念局のみ抽出
先頭文字が８の局を抽出 使用上のヒント

「ＪＣ読込」と「 Tel Jhf J6m Jall 」の違い

「ＪＣ読込」はクリックの都度、ＷＷＷよりＨＴＴＭＬ（ＩＥ等のブラウザで見るためのハイ
パーテキスト）を取り込みその中よりデータ部分を解析して必要な部分を表示します
ので、多少時間がかかりますが、最新のデータとなります。
（★ 検索状態にかかわらず、２分ごとに自動で「ＪＣ読込」を実施）

「Tel Jhf J6m Jall」はＪＣ読み込み時に同時にバッファにも取り込んだものを使用して表示します
のでＮＷを使用しないために高速表示が出来ます。

絞込み検索、ＱＳＯ済削除以外の検索ではこの処理を実施し、リフレッシュ後に各検索を実
施

絞込検索
Ｊ-クラスターフィルター画面の表示から最絞り込みを実施

ＱＳＯ済削除（記念局）
記念局抽出時業務日誌とチェックを行い交信済のデータを非表示

薄い色の表示文字

テルネット専用ボタンで
使用不可

画面表示（Ｐ１７参照）
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Ｊ-クラスター画面（Ｊ-クラスターの仕様変更により廃止）

テルネット ⇔ Ｊ-クラスター 切替
Ｊ-クラスターの場合は２分ごとにリフレッシュ

ＪＣＣ番号
運用地欄にＪＣＣ番号未記入の場合は「#------」表示
この場合でも行クリック取込で検索後、ＪＣＣ欄には表示有り

（交信状況欄以外は取込内容で表示）

「コメント」はチェックの都度「クリップボード」に自動登録
備考等の適宜な場所へ貼り付可
（貼り付け場所選択⇒右クリック⇒貼り付け選択）

交信状況表示（ＪＣＣニュー、過去の交信回数表示）
ＪＣＣリストのカード受領「Ｒ」の有無により判定

交信状況表示［MIX ﾓｰﾄﾞNEW ﾊﾞﾝﾄﾞﾆｭｰ] 交信回数 ： 対象ﾃﾞｰﾀ無＝ｽﾍﾟｰｽ表示

データ行クリックでワーク欄に取込
リグコントロール、同一地域の局表示、等実施

Tel ＝テルネット検索表示
J** ＝Ｊ-クラスター表示
 Jhf ＝ＨＦオール
 J6m ＝５０Mhz
 Jry ＝ＲＴＴＹ（デジタル）

相互の画面は
別の時期に取
込で関連無し

6

目次へ

ここに文字を入力



ＤＸＣＣ、Ｊ-クラスター切替等

テルネット、Ｊ－クラスター、への手動切り替え
（Ｔｅｌ） （Ｊｈｆ、 Ｊ６ｍ、 Ｊａｌｌ）

※ Ｊ－クラスターの場合はＷＷＷより再読み込みを実施

テルネット ⇔ Ｊ-クラスター
Ｊクラスターを一度使用すると画面としてはいずれも動
作して起動中

ラジオボタンのチェック位置が、Ｔｅｌ（テルネット）の場合
はテルネット画面を前面に表示

Ｊｈｊ（Ｊ－クラスターＨＦ）～Ｊａｌｌの場合はＪ－クラスター、
を前面に表示

テルネットフィルター画面への自動切り替え
・ バントスコープ押下時
・ テルネット取込ＤＢ画面押下時

Ｊ－クラスターのリフレッシュ（リフレッシュボタンも同じ）
（直前にＷＷＷより読み込み済のデータを再表示）

※ メイン画面での動作（メイン画面ヘルプ（P-7）リスト表示を参照）
Ｊメイン画面についてはＪＣＣ欄にＪＣＣコードの入力の有無によりＤＸＣＣリスト表示とするか、
ＪＣＣリスト表示を行うかが決定（この画面を操作しません）
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・ バンド絞込み（上）
下のチェックボタンをコントロールします。

全＝全周波数を表示します。

1.9～50（Mhz）＝その周波数のみ表示

・ Hiden（非表示周波数選択）（下）
複数選択が可能です。

バンドスコープ等画面－２（その他） 
（次ページに続く）

・ バンドスコープ表示
同一周波数、モードを非表示とし、自局必要事項
のみを周波数（昇・降）順にソート表示

・ 自局ニュー等を記号表示（中央）
Ｍ＝ﾓｰﾄﾞニュー、
Ｃ＝ﾊﾞﾝﾄﾞニュー、
＊＝部分ﾆｭｰ
Ｒ＝交信済

・ 年間Ｎｅｗ（右）
コールサインの前に
「・」表示

・ Sort（昇順、降順）切替（中）
周波数順を並べ替えます。

・Ｐｉｃ（自局ニュー局抽出）（下）       
P-19参照

自局のバンド・モードニューとなる局
を抽出します。

・ 各データ行クリック
フィルター欄へ抽出、
メイン画面検索、
リグコントロール、を実施

（抽出オプションによる抽出内容）

ＣＡＬ、±１、±５、無操作を選択

・ ペディションごとの交信状況表示
ＱＳＯにより自動で「T」ﾏｰｸが登録
マウスクリックで「T⇒R⇒□⇒T・・・ 」
と変化（Tは自動登録、R表記は好み
で表示）対象局名も自動で登録
表示は過去の交信状況でなく新たなペディションとして取り扱います。

・ 最前面表示

・ フォント変更
（10ポイント、or  14ポイント）

・ クラブログへ接続
自局ｺｰﾙｻｲﾝはﾊﾞｯﾌｧﾒﾓﾘに登録されている
 ので貼り付けるのみ
（右クリック ⇒ 自局コールサインを貼り付け）

・ 表示内容変更
Ｃｸﾗﾌﾞ Ｐﾍﾟﾃﾞｨｼｮﾝ⇒

Ｗｳｫﾝﾃｯﾄ （ドグル切替）

・ 局名ｸﾘｯｸで検索実施
・ ウォンテット登録
環境設定 No 0000046の

Wanted、Wanted2 へ記入

・ クラブ局、ペディション局
ＮＷから自動取得

・ 表示保留時間 （上）
データを表示してからこの画面に表示してお
くタイム設定

・ ピックアップ時の時間延長倍率％（下）
ＰＩＣチェック時の延長率

例 ： 上１５＝１５分間表示、下２の場合
Picチェック無し＝１５分間表示
Picチェック有＝１５×２倍＝３０分間表示

（表示データ量に合わせて適宜設定）

・ オプション （８ページ参照）
フォント、表示・非表示周波数等はオプションを参照

・ 先頭の記号
Ｃ：クラブログ、Ｐ：ペディション局、
Ｗ：Ｑ：ウォンテット、
X： [：ソート記号
ソート記号はＣＰＷを上位位置に表示用で
特に意味はありません

・ Ｐｅｄｈｉ
ペディション画面表示

・ Ｍｕｌｔｉ
レ＝２列表示

・ ＮｅｎＮｅｗ（年間ＤＸＣＣニュー）（上） P-19参照

当該年Ｎｅｗの局を表示します。
Picにチェックが有ると年間Newの局も抽出されます。
チェックが無い場合は自局ニューのみを表示しその
中で年間Newの記号「･」をｺｰﾙｻｲﾝの前に表示します。

8

・ ＳＴＯＰ
画面を固定します。
チェックがあると新たにデータがＵＰされても画面を固定します。

目次へ

（オプション設定へ）

ペディション局［Ｃ・Ｐ・Ｗ］のみ表示内容（交信
状況：［Ｔ・Ｒ］）をバンドスコープに表示
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目次へ
バンドスコープ等画面－２（その他）

バンドスコープへの取り込みを一時停止

左から
C 14.074.0 R C ･ JA5BGA JA FT8 
P 周波数  T * 年間 ｺｰﾙｻｲﾝ

記号
左 中 右

バンドスコープへの取込時間
件数等



バンドスコープ画面等の活用 （７ページに続く）

★ ピックアップ（pic）（表示量が画面オーバー時等に使用）
 自局に必要な局のみを抽出します。

（この場合表示データ量が少なくなるので時間の右にある時間延長で表示量を調整）

ＰＩＣ：ピックアップチェック時の抽出内容
・ バンド別・モード別で交信済（Ｑ：交信済でデュープとなるもの）を非表示
・ 未交信カントリー（Ｃ、Ｍ、＊）を抽出表示
（コンファーム済（Ｒ登録済）カントリーを非表示）

・ ＪＡからのレポートについては交信済カントリーの場合でも表示
・ 右の保留時間延長分（画面例：３）の数値により時間を調整して取り込みます。
（例では、１５分×３倍＝４５分以内のものを表示します。）

※ ＰＩＣを未使用で全体表示の場合の設定のヒント（全体把握）

データ量の調整（曜日・時間により表示データ量が異なり右の例では１０メガ以上が見えなくなることの調整方法例）

・ 不要周波数の非表示（非表示チェックボックス）

時間帯により聞こえなくなる「ローバンド」「ＨＩバンド」「アンテナが無く出れない周波数」

を非表示とし、表示時間にて調整

★ 便利なお勧め検索
バンドスコープをクリック⇒「Ｆ±１」でその周波数のみをピックアップ
したり、リグの周波数から、相手を特定したりできます。

ペディション局（Ｃ、Ｐ、Ｗ）でかつ局別星取表で未交信を抽出

テルネット検索画面に表示から局別星取表で未交信を抽出

テルネット検索画面に表示から過去に未交信を抽出

ＪＡ近辺からのレポートで穴埋め以上の局を抽出

テルネットのすべての項目から入力した文字と部分的に一致する

データを抽出（入力後にリターンキーで検索実施） すべてのIARU検索例

ＩＯＴＡの記号の有るデータを抽出、
この時ＱＳＯ削除、ＩＯＴＡニューの絞り込みが可能

コールサイン欄に入力されている
局のみをＤＸスケープから別画面
で表示、
バンド、表示数、登録者のオプショ
ンを設定可

◎ 表示数調整例
・ 表示不要周波数を非表示
時間帯で聞こえない周波数非表示、
使用しない周波数の非表示等
（例は160m、80m、6mを非表示）

メニュー部分
左図に変更になっています。

① ②
③

④① 年間ＤＸにチェック無し
年間Ｎｅｗ表示なし（通常表示）

② 年間ＤＸにチェック有り
年間Ｎｅｗ表示がされる（通常表示にNew印付加）

① ＰｉｃＵｐにチェック有り
自局のニューのみが表示される

① ＰｉｃＵｐ、年間Ｎｅｗにチェック
自局のニューに年間Ｎｅｗ表示が追加

※ 好みの組み合わせで使用してください。
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Ｏｐｔｉｏｎについては、

ここをクリックして確認してください。

目次へ



局別星取表管理画面

削除

カレントディレクト
リーの行を削除し
ます。

ペディション終了局チェック
ペディションリストに登録されている局のうち不要となった局を削除し
ますので処理速度改善のために定期的に実施してください。
★ 次のいずれにも登録の無い局を自動検索して確認を行いながら削除

します。（一括自動削除 ／ 選択削除）
・ クラブログ ： １年以上経過した登録局
・ ペディション ： ペディションが修了した局
・ ウォンテット ： ウォンテットに登録のない局

ヌルチェック
各ボタンをクリック時等に自動的にヌルチェックを合わせて実施します。

このデータがペディション局別星取表にバンド別モード別として表示されます。

ウヲンテット登録局追加
ウォンテットに登録したデータ
を追加通常はログ起動時に自
動で追加しますので不要です。

登録データ
位置／総件数

このリストへの登録はテルネットに表示時や検索時に「Ｃ・Ｐ・Ｗ」リストに登録の局がアップされこの表に未登録の場合は
自動的に追加登録されます。

11

ＤＢグリッド欄のクリック時の動作
クリックした局をメイン画面に抽出チェックの有無により変化

□＝過去ＱＳＯの全ﾃﾞｰﾀ
レ＝クラブログ対象分のみ表示（１年以内ＱＳＯ）

再構築（リフレッシュ）
１ 一旦、表示のペディションのリストを初期化します。

（すべてのデータをスペースで削除します。）

２ 業務日誌から１年を未経過のデータを抽出し、各ペディション
局に再登録を行います。

注意：「R」確認を行ったものも全て「T」となります。

[R]はクラブログで確認をしたものを管理するための物で自己万足と
して管理をするための物で「T・R」いずれも管理上は同一の物です。
「ﾍﾟﾃﾞｨｼｮﾝ星取表をｸﾘｯｸでT⇒R⇒ｽﾍﾟｰｽ⇒Tと変化」

目次へ



ペディション局表示画面

ペディション局を日付順に並べて表
示したものです。

ペディション局を局順に並べて表示
したものです。

クラブログへの登録局を局順に並
べて表示したものです。

環境設定のウォンテット欄に
登録している内容です。

上段
ウォンテット登録局

下段
ウォンテットプリフィックス
登録局

各データはメイン画面表示時にＮＷ接続等で取込
最新のものが必要な場合は「再読込」ボタンでリフレッシュ取込ペディション局リスト

ペディション局のスケジュール（期間）を判断するためのものです。

クラブログ登録局リスト
クラブログへ登録している局を特別管理するためのものです。

ウォンテット登録局リスト
ペディション局と同様に管理を行いたい場合に使用するもので該当局は環境設定に登録します。

※ ＢＧＡＬＯＧ立ち上げ時にその都度インターネットより自動で取り込みます。

ここへ登録した局がテルネットにアップされた場合は、「Ｐ」「Ｃ」「Ｗ」「Ｑ」の記号が表示され「ペディション局別星取表」等にて特別管理が行えます。

12

Ｐ欄、バンドスコープ表示記号 「Ｐ」 「Ｃ」 「Ｗ」 「Ｑ」
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オプション画面

・ 隠しﾚｺｰﾄﾞのｲﾝﾃﾞｯｸｽ欄
表示 ⇔ 非表示

・ ５００データ取込
ＷＷＷレスポンスチェック用

・ テルネットＪＡ近辺国からのアップ時
の処理
フィルター画面への表示タイミング
レ＝直ちに追加表示
□＝次のリフレッシュ時に表示

メッセージ欄ク
リック時の処理

取り込み先

・ Ｊ－クラスター欄自動リフレッシュ時間
Ｊ－クラスター再読み込みタイム（分）
設定時間ごとに最新のデータを自動的
に読み込みます。

・ ボイスメッセージ音
ボイス音を鳴ら場所を設定
設定場所は設定マニアルで確認

重要ですので内容を確認
して設定してください。

・ テルネットフィルター欄自動リフレッシュ時間
テルネットフィルター欄に表示されている時間
が設定タイムをオーバーすると最新のデータ
に自動的に切り替えるタイムを登録

・ 年間ＤＸＣＣ音
年間ＤＸＣＣニューの場合に音を出します。

13
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補足説明

☆ テルネット画面の終了・起動方法

次回ＢＧＡＬＯＧ起動時は画面の表示の有無にかかわらずテルネット画面は使用しています。
① メイン画面の「切断」ボタン
② 画面の切り替え。

☆ テルネット画面の接続について（接続できない。接続できてもデータが取り込まれない、極端に少ない）

テルネットのホストサーバー状態、回線の状態により影響されています。（複雑で例外も多く書き切れませんのでイメージで記載します。）
① テルネットについては、使用しているプロトコルがＷＷＷと異なります。

よく言われるのはWWWのﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞはつながっているのにテルネットにつながらないといわれますが、サーバーが異なりこれらは別の物ですので意味がありません。
ホームページは、相手からハイパーテキスト（通常ﾎﾟｰﾄ80）を取り込みそれを自分のブラウザーで解析表示する仕組みでその都度のやり取りとなりますが、
テルネットは、相手のサーバー（ﾎﾟｰﾄ8000等）にログイン接続し状態を維持しており、相手のパソコン内の画面をリモート状態で直接見るイメージです。
（このため、一旦切断されると、ＷＷＷのハイパーテキストに記載されているプログラムにわりリトライ機能での再表示とは異なり、再接続手続きが必要です。）

② テルネットへのログインは、ＷＷＷの匿名接続（*1）でなく、⑴ユーザー名、⑵パスワードが必要になります。（*1、HTTPSによるログインもありますが、･・）
接続時、⑴、⑵の処理についてはＢＧＡＬＯＧで自動的に相手サーバーからの要求に対し、同期接続によりやり取りを行いますが、接続後は非同期となります。

③ 接続できない場合
・ 「＊＊＊へ接続要求を実施しました。」の表示後、しばらくしても 無答の場合は、次により、テルネット画面を再起動後に別の場所へ接続を試みてください。

通常のインターネットはつながるのに、接続要求の後、何も反応がない場合は、相手がメンテナンス中等で、インターネットに接続されていない可能性が大です。
この場合は、テルネットの「Ｘ」ボタンで終了後、テルネット画面を再接続し他の場所へ接続替えを行ってください。

・ ログインメッセージの後、データが入ってこない（または、極端に少ない）
テルネットホストサーバー間のリンクが確立されていない可能性が大です。この場合も別のところへ接続替えを行ってください。

☆ リフレッシュボタン
・ クリック

テルネットに取り込まれている全データと同期を図りフィルター画面をリフレッシュ（同期をとり最新のデータにする。）します。
テルネットの画面は絶えずデータが取り込まれるために使用しにくいものとなりますので固定化した状態での操作も必要になってきます。
しかし、時間の経過とともにデータが古いものとなってしまいますので、通常は一定時間（オプション画面で設定）経過すると同期を自動で測ります。
この間にもすぐに書き換えたい場合は、クリックで同期を図るようにします。

・ チェックボタン
この自動同期を停止させるためのものです。
作業終了までリフレッシュを停止させるためのもので、チェックをＯＦＦとした時点でリフレッシュを行い、その後、自動リフレッシュタイムにより自動的に
リフレッシュが実施されます。

・ カラー
自動同期中
停止中
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その他のデータベース（他ＤＢ）

テルネット画面で使用しているその他のデータベースです。

※ これらの画面はテルネット内で暫定的に使用するためメイン画面から必要の都度コピーして使用し、
メイン画面に影響を与えない様にするためリードオンリーとしています。

テルネット画面で使用しているのは、「テルネット取込、ペディション管理」です。

「ペディション局リスト、クラブログリスト」については、テルネット画面起動時にその都度ＮＷ
へ接続してメモリー内に保存しています。
（取得先サーバーがＮＷに接続されていない場合等においては空白となりますのでその場合は再接続をして取得してください。）
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質問の多い内容

☆ リグの周波数から運用局名判別、その局の情報収集
パイル状態から
「どこに相手がいるのか、前後にどの局が出ているのか（±５）」
「どこ（周波数）をとっているのか（±１）」
などが判別可

☆ フイルターから星取表ＱＳＯ済を除く
星New絞込み：テルネットのフイルター画面から
すでに星取表でのＱＳＯ済局を除く

☆ ペディション局で未交信の局を検索
ＣＰＷ星New：ペディション局全てを抽出し、「星New絞込み」
を実施 ＝ ＋ に同じ

☆ 過去に交信済の局を除く
ＱＳＯ済除く：現在フイルター欄に表示されている
データから過去にＱＳＯ済のものを全て除く ☆ ペディション局全てを検索

ＱＳＯ済を含めてペディション局全てを抽出

☆ ＩＯＴＡ局のみを検索
メッセージ欄にＩＯＴＡ番号の記載の有る局のみを検索
オプション
ＱＳＯ済除：すでにＱＳＯ済の場合を除きます。
ＩｏｔａＮｅｗ：ＩＯＴＡリストでコンファーム済の場合を除く

16
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質問の多い内容

☆ ＤＸスケープを活用した検索

ワーク欄に記載の局を検索

オプション
ＡＬＬ：モードや周波数の設定
５０：最大表示データ
ＷＷ：全て、ＷＷ、ＪＡの選択

ワーク欄等にコールサイン未記入
の場合は通常の全局表示となる

☆ コールサイン指定優先
１ 全項目検索欄（ＩＡＲＵ）

２ ワーク欄コールサイン（３Ｄ２ＲＪ）

３ いずれも未記入でオプション指定なし

・ 全てのオプション指定例

コールサインを指定しないでローバンドでＪＡからのレポートを指定の例
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☆ 年間ＤＸＣＣ管理検索 （ＤＸＣＣを上がってしまった方のＤＸの楽しみ方の一つとして作成しました。）

年間ＤＸＣＣのニュー（未交信カントリー）の局を検索欄に表示します。
状況に応じて次の内、好みの方法で検索を行ってください。
当初からチェックを入れて 「 チェック有 」 検索とすることも可能です。

処理スピード
年間交信数及びテルネットの登録数に影響されます。
「年間ＤＸ」ボタンクリック時に遅く感じる方は、テルネットの取り込み件数を少なくするために保存時間
設定を２時間程度（or２００件）と少なくしてください。

年間ＤＸクリック ： 年間ＤＸボタンをクリックの都度「年DXCC.TXT」を作成（更新）しますので２秒から
数秒の時間を要します。
クリックでテルネットデータの内年間未交信カントリーのみを表示します。
年間ＤＸボタンの右のチェックボックスをＯＮにします。

チェック有 ： 各種検索の都度自動で年間ＤＸＣＣファイルと比較してそのカントリーの年間交信
状況を表示します。
ＱＳＯ直後の新規登録データを有効とするには、「年間
ＤＸ」ボタンをクリックして内容を更新してください。

チェック無 ： （無操作）各種検索を行ってもなにも操作しません。

使用上の注意

年間ＤＸボタンをクリックするまでは、「年間ＤＸファイルは」
更新されませんので、新規ＱＳＯ登録した内容を有効とするには
「年間ＤＸ」ボタンをクリックしてください。

質問の多い内容

時間を長くすると過去データの量が増えますが、
スピードに問題が出てきます。
好みに合わせて設定してください。

2016 年合計交信カントリー件数＝ [ 67 ] カントリー

このファイルは「年間ＤＸ」ボタンをクリックの都度、新規に上書作成されます。
（単に参考出力であり、BGALOGではメモリー内処理を行っているため未使用です。）

ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ  MIX SSB CW  RTTY : 1.9 3.5 7.  10. 14. 18. 21. 24. 28. 50.
----------------------------------------------------------------------
1S         T   T T :              T       T T
3B8        T       T :              T                           
3D2R       T           T :                  T                       
3W         T       T :              T                           
4S         T   T T T :                      T   T T T

中間省略

YB         T       T T :          T       T
YO         T       T :                          T               
ZL         T       T :              T                           
----------------------------------------------------------------------

★ 年間ＤＸＣＣの確認
「年DXCC.TXT」に出力されていますのでワード等のテキストエディター
で右の様に確認を行うことが出来ます。

（過去の年間、検索分のＤＸＣＣを知りたい場合は、ＤＸグラフ画面より
確認することが出来ます。）

（2016年のＣＱ誌特別賞の年間２７０カントリーにも対応出来ます。
メイン画面のP-26を合わせて活用してください。）

18
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★ 年間ＤＸＣＣリアルタイム表示

P-16-1 の他リアルタイムに画面でも確認できます。
（年間ＤＸをクリックしてチェックを入れておく必要があります。）

ここにマウスを移動で次の様にも確認できます。

又は次の場所でもわかります。

プリフィックス、コールサインの前に「･」で表示されます。 19
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テルネットデータによるスプリット周波数の判定

通常の周波数については、簡単にリグをコントロールできるのですが、スプリットの周波数を判断するにはルールが定まっていないために判定に困難を要します。
人間が見ればすくに判るのですが、・・
この為次の様に判断しています。

ＵＰ、ＤＯＷＮ、ＱＳＸ、ＷＫＤ、などの文字が有ればスプリットとしてその文字の前後の数字を探して取り出し「ドットの有無、ドットの位置、周波数の桁数」などで判断し
ています。

しかし、ドットを、コンマで記入たり、文字列の混入などが有り、スプリット以外のＩＯＴＡの判定、モードについても現実にはＣＷ、ＰＳＫ、ＲＴＴＹ、ＳＳＢの周波数のルー
ルがＪＡとも異なり一定でなく、この判定も行わなければならないことから、文字列も取り払うことが出来ません。
かなり判断できるようになりましたが、完全にパターン化を図ることは困難な状況です。
正しく判定できない場合は、「３ＫＣ」ＵＰ・ＤＵＮに設定します。

文字列の分析を行い判定するように改善の努力していますが、現在次の様な状況です。
下記を理解しながら運用方法でカバーを願うとともに取得できないパターンの報告をお願いします。（画像のコピーを添付願います。）

判定出来る例
(10Hz台は自動で削除されます。)
ＱＳＸ（ＷＫＤ）、ＵＰ（ＤＷＮ） 正しく表示されているもの QSX 14.123 WKD 14123.4 ： UP 2 、DUN 2.5 
記号と周波数の前後に文字  Strong in STX up 11.3 up 11.3 Strong in STX
途中のスペースの有無  up1.9 up 1.9
ドット無し   QSX 10119 
ドットの位置関係 QSX 10.119 QSX 10119.1 QSX 10119.  〃
２つのドット   QSX 10.119.6
ＱＳＸ、ＷＫＤがＵＰ周波数で表示 QSX +5 ⇒ UP 5 4文字以下はＵＰで認識に変更
多数のドットが後ろに  UP 5....

一部判定
周波数が未記入のみの  UP DWN QSX 文字のみの場合スプリットにして、３ＫＣとしています。
途中にハイフォンが有るもの  UP1-4 スプリットにしてＵＰ１又はＵＰ３ＫＣ

判定が出来ないパターン（一部認識できるものもあります。）
ＱＳＸの後に数字以外の文字  QSX UP 14039.0 ＵＰとＱＳＸでは異なるため 
ＱＳＸの場合にバンド周波数を省略 QSX 128.2 QSX 4039.0 UP  4250 バンドの判定材料が無いもの（一部ＯＫ）
ＵＰ等の文字が無い  14.250 数字のみでキー(UP,QSX等)となる文字の無い物
ＵＰとＱＳＸの誤使用  QSX 113.5 （一部ＯＫ）

20

目次へ



各画面の色は次の通りです。
１ 通常画面＝Linen
２ 検索実施後の画面＝PaleTurquoise
３ 当該年ＱＳＯデータを抽出画面＝SkyBlue
４ Ｊ－クラスター画面＝LemonChiffon
５ リフレッシュ停止中（チェックオン）

※ これらの画面は作業を行うと２～４の検索画面に変化し、
時間経過に伴い１の通常画面に自動的に変化します。

☆ テルネットフィルター画面の色

☆ バンドスコープ画面表示（表示方法はＰ２４オプション参考）

ソートの活用
右側の列をクリックで一時的に画面が乱れます。

データ量が多くハイバンドを中心に使用する場
合は降順ソート「Ｓｏ」を活用してください。

各画面位置

チェックＯＦＦを実施したときの位置を環境設定
に書き込み次回起動時の位置となります。

21
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質問の多い内容

☆ バンドスコープの年間ニュー表示チェックボタン等

「ピックアップ（Ｐｉｃ）」、「年間ＤＸ」共にチェックの場合に保留タイム内の全ての「年間ＤＸＣＣ」局を表示します。
（「年間ＤＸＣＣ Ｎｅｗ局はコールサインの前に「･」を表示します。）

★ 年間ＤＸＣＣの局の表示・非表示の決定 ＝ ①
レ ＝ 他のチェックボタンに関わらず「年間ＤＸＣＣ Ｎｅｗ」を表示
□ ＝ 他のチェックボタンに関わらず「年間ＤＸＣＣ Ｎｅｗ」を非表示

★ ＰｉｃＵｐ（ＤＸＣＣ Ｎｅｗ局の絞り込み表示） ＝ ②
ＰｉｃＵｐチェックボタンは、データ量の多い場合に自局のＤＸＣＣニューのみを絞り込みます。

レ ＝ 年間ＤＸＣＣ未交信局を表示
自局に必要な局の他、保留タイム内の「年間ＮＥＷ」の局を合わせて追加表示します。

□ ＝ コールサインの前に「･」を表示
抽出は他の設定に従います。

★ 年間ニュー追加表示ボタン ＝ ③
絞り込み時に累計でのＤＸＣＣニューではないが、今年度のＤＸＣＣのニューで無い局を追加表示します。

注意
① 年間ＤＸボタン内のチェックボタン ＝ 「年間ＤＸＣＣ Ｎｅｗ」の局の表示・非表示を決定します。

チェック（レ）で③のチェックの有無にかかわらず、「・」を表示します。

② ピックアップ（Ｐｉｃ）チェックボタン ＝ 自局に関係のあるＤＸＣＣニューのデータのみを表示します。
バンドスコープに表示量が多い時にニュー等のデータの絞り込みをします。
この時、③にチェックがあれば年間ＤＸＣＣニューを追加表示します。

③ Ｎｅｎ（年間ニュー）チェックボタン ＝ ①②にチェックがある場合にＤＸＣＣニュー以外の年間ニュー局を表示します。
※ 「ピックアップ（Ｐｉｃ）」、「年間ＤＸ」のいずれかが「未チェック」の場合にはチェックの有無は意味がありません。

★ 関連の機能
表示保留タイム（分） ＝ バンドスコープ内へ表示するタイム
Ｐｉｃチェック時の時間延長 ＝ ＤＸＣＣニューの局のみを絞り込みを行うと表示量が減少するのを補います。

表示保留タイムを引き延ばす倍率です。
表示保留タイム（分） ＝ 表示保留タイム（分） Ｘ 倍率となります。

これらは、変更時に環境設定に自動保存されます。
マニアル Ｐ－７～８ 参照 22
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バンドスコープの「クラブログ、ペディション、ＤＸＣＣ、過去の交信状況」確認方法

質問の多い内容 （P-7も参照してください）

ＤＸＣＣリスト & ペディションリストの双方のチェック結果を表示します。

左から

１ ソート用記号
Ｃ：クラブログ登録局
Ｐ：ペディション登録局
Ｗ：ウォンテット局
Ｑ：ウォンテットカントリー登録局
スペース or Ｘ：管理対象外の一般局
上の「Ｓｏ（ｿｰﾄ）」チェックにより（ｘ（昇順時）、ｽﾍﾟｰｽ（降順時）となります。）

２ 周波数

３ クラブログ、ペディション、ウォンテットでのＱＳＯ状況
＊：ＱＳＯチェック済（Ｒ表記のもの）
・：ＱＳＯ済（Ｔ表記のもの）
スペース：未交信
ペディションリストとのチェックでその他の場合はチェックしません。

４ 過去のＱＳＯ状況
Ｑ：過去にＱＳＯ済（業務日誌とのチェックです）
Ｍ：モードニュー
Ｃ：バンドニュー（チャレンジニュー）
＊：穴埋めニュー
スペース：ＤＸＣＣニューでないもの

５ 年間ニュー
・：年間ニュー
この表示をするには年間ニューをクリックしてチェックを入れておく
必要があります。

６ コールサイン

７ 登録地情報
ＪＡ：ＪＡ近辺からの登録データです。

８ モード

５：年間ＤＸＣＣ
  ・(年間New)

４：ＤＸＣＣリスト
Ｍ(ModeNew)、Ｃ(BandNew)、
＊(穴埋New)、Ｒ(過去カード受領済) 、Ｔ(カード未受領)

３：ペディションリスト
＊(R)、・(T)

周波数 ３ ４ ５ コールサイン

23

ＳＴＯＰ
ＵＰ時のリフレッシュを停止

保留時間
表示している時間

年間
ニュー表示、非表示

ソート変更
昇順・降順変更

ピックアップ
自局ニュー等表示
自局ニュー、年間
ニューのみをヒック
アップ

オプション表示
P-24
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バンドスコープオプション  P-16、18、20～22もあわせてご覧ください。

開始・終了ボタン

フォント設定
（１０～14ポイント）

表示件数指定、設定時間表示 切替

表示時間延長
（１～9倍）データ量に合わせて変更します。
ピックアップ等により減少した場合に設定時間を
引き延ばします。

クリック時処理
クリック後の検索抽出処理を設定します。
±１＝クリックした周波数前後1Kc以内のものを表示
±５＝クリックした周波数前後５Kc以内のものを表示
ＣＡＬ＝同一コールサインのデータを抽出
無操作＝未操作

画面切り替え
Single＝1行表示
Multi＝２行表示（手動で3行以上表示可）

表示、非表示モード等
ラジオボタン

バンドスコープに表示したいモードにチェック
を入れます。
ＲＯＳは未コントロール
※ 環境未登録

チェックボックス（複数選択可）

バンドスコープに表示したくないモードに
チェックを入れます。
※ 環境自動登録

表示絞込
全表示＝ＷＷ全て表示
ＪＡ表示＝ＪＡのみを表示

★ 保留時間
データの取得量に合わせて自動的に設定されます。
・ Ｓｉｎｇｌｅ表示の場合 ： 約２０～２４件となるように
変更

・ Ｄｏｕｂｌｅ表示の場合 ： 約４５～５２件となるように
変更

※ 自動変更未実施にするには環境設定の
「41000040 HoryuAuto = 1」に設定してください。

★ 保留時間延長
バンドスコープへの表示時間ハンドスコープの表示時間
はオプションの「表示保留時間（分）」で設定しますが、オ
プション追加に伴い「表示保留時間延長（□で囲った部
分）」の扱いを変更しました。

〇で囲った所が「チェック又は選択されている場合」に表
示データが少なることから延長します。
この例では、

テルネットに表示されてから１５分間未経過のものを表
示しますが、チェックがあれば「３」倍延長して「１５×３＝
４５分」以内のものを表示します。
好みに応じて設定してください。

年間ＱＳＯ表示
マウスを充てる：簡易表示
クリック：再更新

表示件数指定、設定時間表示 切替
レ（件数固定）＝件数が多い場合
□（時間固定）＝表示件数が少ない平日
データ量に合わせて変更します。
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